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１ 木産協三役と森林ノミクス推進課との意見交換会開催!! 
＝県産製材業の巻き返しを図るため、今後の事業展開に期待＝ 

木産協三役と県【森林ノミクス推進課】との意見交換会が、9 月 9 日（金）13 時 30 分か

ら「山形県自治会館」で開催されました。木産協の三役と森林ノミクス推進課長ほか担当主

幹を交えた意見交換会は初めてのことで、各副理事長が中心となって【事前に整理した取り

まとめ表】で提案し、県の事業スタンスや今後の対応方向についてご説明をいただいたとこ

ろです。今後、来年度以降の県の施策展開の中で、具体的な事業化等が行われ、県木材産業

界の活性化に繋がることを期待しています。 

 

【提案事項】 

【製材業者が県産原木を確保できる仕組みづくり】 

【用途にあった原木の選別などができる人材育成】 

【地域単位の産地認証や地域材を地域で使う支援】 

【年間を通じた民有林での森林作業エリアの確保】 

【ウッド・チェンジ協議会（仮称）の設置と協議】 

【やまがたの木補助制度で JAS製材等の活用支援】ほか 

 
●県側出席者：福井森林ノミクス推進課長、小畑森林活用推進主幹、笠井森林経営・再造林推進主幹 

 

２ オリパラレガシー材（山形市産材）を活用した四阿の完成!!  
山形市では、2020年東京オリンピック・パラリンピック「日本の木材活用リレー～みん

なで作る選手村ビレッジプラザ～」のプロジェクトに参加し、選手村内の木造構造施設

「ビレッジプラザ」に山形市産の建築用部材を提供しています。今回、プロジェクト参画

の証を大会レガシーとして後世に残すために、返還された建築用部材（市産スギ材）を柱

として再活用した四阿（あずまや）２棟が西公園に完成しました。「日本中が熱狂したオ

リンピックの感動を木のぬくもりを通して感じてみてください」（山形市HPより抜粋） 
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2.オリパラレガシー四阿完成 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:http://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

4.東京［ミニモクコレ］に参加  

5.案内のあったお知らせ P3.P4.P5.P6 

 

 

1.県担当課と意見交換会開催 

3.豪雨災害を乗り越えにエールを 
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３ 有限会社 渡部製材所（飯豊町）の取組み紹介 

＝8.3からの豪雨災を乗り越え、新たな 1歩に業界全体でエールを＝ 

【渡部製材所】は、「縁ありて花開き、恩ありて実を結ぶ」を経営理念として、地域へ

の感謝と貢献を基本に「喜び！成長！地域材とともに歩む！」を実践する地域社会の SDGs

推進を目指す企業です。昨年度からは、中小企業庁の｢事業再構築補助金を活用した事業｣

にも取組んでおり、地域の広葉樹材も活用できるよう「木材乾燥施設」や「製品保管庫」

を整備するなど地域製材業界の牽引役となるモデル的事業を行っています。 

渡部社長にお聞きしたところ、技術者の平均年齢は 35歳で、今回の事業を通じて｢木材

乾燥士」の資格を技術者に取得させるなど、広葉樹材も活用しながら、新たな事業展開に

踏み出すとのことでした。 

しかしながら、この度の 8月 3日からの豪雨により、新設した施設の一部が被災するな

どの被害により大変なご苦労をなされております。土砂の排土や被災箇所の修復を自ら行

い、現在は製材工場も稼働している状況とのことですが、地域の木材産業の牽引役として

１日も早い完全復旧を祈念し、業界全体でエールを送らせていただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 東京都で【ミニモクコレ】が開催されました!! 
「WOOD COLLECTION 2022 JAPAN Re WOOD（ミニモクコレ）」 

東京都では、８月 24 日（水）から 26 日（金）まで 

都立産業貿易センター浜松町館で国産材に特化した展 

示商談会を開催し、全国各地の建築資材や家具などが 

出品されたほか、ウッドショックや木造建築に関する 

セミナーも開催されました。木産協からは、山形市の 

【相原木材㈱】に参加していただき、自社の県産木材 

等を使った商品や、県内広葉樹材の紹介、JAS 製材品 

の PR 等を行っていただきました。また、東京都多摩 

産材情報センターや都内住宅メーカーとのマッチング 

商談も行われ、首都圏での事業拡大が期待されます。 
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●事業再構築補助金（中小企業庁）を活用：大手工場との価格競争と着工率の減少に伴い、売上減少が

課題であり、住宅資材の構造材において培った木材の加工技術を活かし、新たに山形県産の広葉樹等を利用した製品を

製造することで、新たな販路拡大と売上拡大を目指す事業展開（中小企業庁 HP抜粋） 

【2021 9/2採択 第 2回公募通常枠】 
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５ 【木産協に案内のあったお知らせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6  ９月以降の行事 

 

 ※【関連する会議の実績報告】 

●9月 8日（木）：やまがた県産木材利用センター三役会 

・木材利用普及関係の年間スケジュール、やまがたの木認証制度の点検等について協議 

（県森林ノミスク推進課同席） 

●9月 6日（月）：山形県広葉樹利用拡大協議会（2回会合） 

・令和 4年度の各種展示会等への広葉樹製品の出展、先進地視察等について 

（県森林ノミスク推進課同席） 

日 程 行  事  名 予定出席者 

9. 13 全木連東北支部総会      仙台市内で開催 理事長、専務 

9 末 宮城県先進地視察       宮城県登米市、石巻市ほか 三役、理事等 

10. 5 地域材を活用した木造建築ｾﾐﾅｰ 山形市 県産業創造支援ｾﾝﾀｰ 理事、専務 

10.15～ 第 30回山形県林業まつり   天童市県総合運動公園 理事長、専務ほか 

10.27 第 56回全国木材産業振興大会 郡山市磐梯熱海温泉 理事長、理事 
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広葉樹を暮らしに活かす山形の会（主催） 

【参加は無料です】 

【連絡先：家具工房モク：023-688-3717】 

【連絡先：佐藤会長：090-9031-3713 】 

無利子の融資【改善資金のしおり】の活用 

担当：県森林ノミクス推進課（内線 2517） 

●原木の安定供給、JAS規格認定の取得、森 

林認証の取得、プレカット加工施設の導入、 

福利厚生施設の導入など多様なメニュー化 
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●全木連からのお知らせ 
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●全木連からのお知らせ（国産材への転換事業：９月末締め切り） 
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●やまがた県産木材利用センターからのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

利用センターHPを確認願います。 
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●国土交通省からのお知らせ 

・2050年カーボン・ニュートラルの実現に向けて住宅・建築物の省エネ対策が推進されます。 
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●住宅着工状況（７月期） 

令和 4年 7月期の県内新設住宅着工戸数は 414戸となり、対前月比 93％、対前年同月比 73.4％、対前年累計比は 86.1％となった。 

県内での貸家は増加、持家の減少傾向は継続。地区別の前年比、累計比とも村山、庄内地域で大きく減少となった。木造率は 84.1％。 
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